
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

綿内高架橋（上り線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



綿内高架橋（上り線）Ｐ１６橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３　構造詳細図（その１）～（その４）

綿内高架橋（上り線）橋梁一般図（その１）～（その４） 綿内高架橋（上り線）Ｐ１６橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４　構造詳細図（その１）～（その４）

綿内高架橋（上り線）耐震補強一般図（その１）～（その４） 綿内高架橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ５　構造詳細図（その１）～（その３）

綿内高架橋（上り線）Ｐ１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ 綿内高架橋（上り線）Ａ２橋台　はく落防止対策工Ｂ１　一般図

綿内高架橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ 綿内高架橋（上り線）通行止め計画図（参考図）

綿内高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ 綿内高架橋（上り線）施工要領図（その１）～（その９）（参考図）

綿内高架橋（上り線）Ｐ９橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ 80

綿内高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１４橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１５橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１８橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ２０橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ２１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ２２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て　一般図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その１）

綿内高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その２）

綿内高架橋（上り線）Ｐ１橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ２橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ９橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１４橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１５橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１７橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ１８橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ２０橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ２１橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ｐ２２橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

綿内高架橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

綿内高架橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

41 ～ 43 綿内高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｎ１　構造詳細図（その１）～（その３）

44 ～ 46 綿内高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２－Ｎ１　構造詳細図（その１）～（その３）

47 綿内高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２－Ｎ１　構造詳細図（その４）（参考図）

48 ～ 50 綿内高架橋（上り線）Ｐ１６橋脚　落橋防止構造Ｐ２－Ｎ２　構造詳細図（その１）～（その３）

綿内高架橋（上り線）Ｐ１６橋脚　落橋防止構造Ｐ２－Ｎ２　構造詳細図（その４）（参考図）

36

39

52 ～ 54 綿内高架橋（上り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ１　構造詳細図（その１）～（その３）

37

38

40

35

33

34

55 ～ 57

51

綿内高架橋（上り線）Ｐ８橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２　構造詳細図（その１）～（その３）

31

32

29

30

28

25

26

27

14 綿内高架橋（上り線）配線系統図（参考図）

15

11 69

12 70

13 71 ～ 79

18

19

20

16

17

24

21

22

23

3 ～ 6 62 ～ 65

7 ～ 10 66 ～ 68

【  図 面 目 録  】

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

1 ～ 2 綿内高架橋（上り線）数量総括表（その１）～（その２） 58 ～ 61



綿内高架橋（上り線） 数量総括表　（その１）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

綿内高架橋（上り線） 数量総括表（その１）

ー

1 / 80



綿内高架橋（上り線） 数量総括表　（その２）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

綿内高架橋（上り線） 数量総括表（その２）

ー

2 / 80



3 / 80



4 / 80



5 / 80



6 / 80



7 / 80



8 / 80



9 / 80



10 / 80



2400 3200 2400 14002000

1
0
05

1
0
76

構造物掘削　普通部Ａ

2

2

3 3

2000 1500 2000

9
81

1
0
83

構造物掘削　普通部Ａ

1

A1側 P2側

1

2000 2400 3200 2400 1400

1
5
00

2
0
00

2
0
00

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３

11 / 80



構造物掘削　普通部Ａ

2000 140024002400 3200

9
66 9
73

2

2

3 3

構造物掘削　普通部Ａ

2000 2000

1
14

4

1
06

5

1500

1

P1側 P3側

1

構造物掘削　普通部Ａ

2
000

2
000

14002000

1
500

240032002400

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３

12 / 80



2400 3200 2400 14002000

1
0
31

1
0
90

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

2000 1500 2000

1
0
22

1
1
26

構造物掘削　普通部Ａ

1

P6側 P8側

1

1
5
00

2
0
00

2
0
00

2000 2400 3200 2400 1400

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ７橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３

13 / 80



2400 3200 2400 14002000

9
85 9
81

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

2000 1500 2000

1
0
67

1
0
09

構造物掘削　普通部Ａ

1

P8側 P10側

1

1
5
00

2
0
00

2
0
00

2000 2400 3200 2400 1400

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ９橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ９橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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構造物掘削　普通部Ａ

32002400400 2400 1400

構造物掘削　普通部Ａ

8
75

7
87

2 2

構造物掘削　普通部Ａ

400 2000

9
52

9
16

P9側 P11側

1

1

2
0
00

1
5
00

2
0
00

1400240032002400400

4
00

1
5
00

2
0
00

２－２

1400240032002800

構造物掘削　普通部Ａ

人力掘削

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

4

4

3

3

構造物掘削　普通部Ａ

2000 2000

9
52

9
16

P9側 P11側

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１０橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１０橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ３－３

２－２ ４－４
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構造物掘削　普通部Ａ

2000 40024002400

9
20

5
39

3200

構造物掘削　普通部Ａ

2 2

構造物掘削　普通部Ａ

1400 2000

7
34 8
63

1500

P13側 P15側

1

1

2
0
00

1
5
00

1
4
00

2000 2400 2400 400

2
0
00

1
5
00

4
00

3200

２－２

構造物掘削　普通部Ａ

人力掘削

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

4

4

3

3

構造物掘削　普通部Ａ

400 2000

7
23 8
63

1500

P13側 P15側

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１４橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１４橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ３－３

２－２ ４－４
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2400 3200 2400 14002000

8
09

5
93

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

2000 1500 2000

8
04

6
40

構造物掘削　普通部Ａ

1

P14側 P16側

1

2000 2400 3200 2400 1400

2
0
00

1
5
00

2
0
00

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１５橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１５橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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2400 2400 1400400 3200

8
50

7
41

構造物掘削　普通部Ａ

2 2

400 1500 2000

8
53 8
70

構造物掘削　普通部Ａ

1

1

P16側 P18側

400 2400 2400 1400

2
0
00

1
5
00

4
00

3200

400 2400 24003200

2
0
00

1
5
00

2
0
00

構造物掘削　普通部Ａ

人力掘削

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

1400

２－２

4

4

3

3

P16側 P18側

2000 1500 2000

8
35 8
70

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１７橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１７橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ３－３

２－２ ４－４
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2400 3200 2400 14001400

1
2
27

1
3
54

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

1400 1500 2000

1
2
30

1
4
25

構造物掘削　普通部Ａ

1

P17側 P19側

1

1
5
00

2
0
00

1
4
00

1400 2400 3200 2400 1400

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１８橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１８橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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2400 3200 2400 14002000

1
1
75

1
0
23

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

2000 1500 2000

1
1
95

1
1
27

構造物掘削　普通部Ａ

1

P18側 P20側

1

2000 2400 3200 2400 1400

1
5
00

2
0
00

2
0
00 構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１９橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１９橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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2400 3200 2400 14002000

1
2
11

1
0
44

構造物掘削　普通部Ａ

2

3 3

2

2000 1500 2000

1
1
95

1
1
26

構造物掘削　普通部Ａ

1

P19側 P21側

1

2000 2400 3200 2400 1400

1
5
00

2
0
00

2
0
00

構造物掘削　普通部Ａ

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２０橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２０橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ２－２

３－３
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2400400 3200 2400 1400

1
1
64

構造物掘削　普通部Ａ

1
0
93

2 2

構造物掘削　普通部Ａ

2000 400

1
1
83

1
2
25

1500

P20側 P22側

1

1

140024003200

2
0
00

1
5
00

2
0
00

2400

4
00

1
5
00

2
0
00

1400240032002400400

400

２－２

4

4

3

3

構造物掘削　普通部Ａ

人力掘削

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

構造物掘削　普通部Ａ

2000 2000
1
1
83

1
2
46

1500

P20側 P22側

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２１橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１ ３－３

２－２ ４－４
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400 2400 3200 2400 1400
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1
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15

構造物掘削　普通部Ａ

2 2

400 1500 2000

1
4
71

1
2
91

構造物掘削　普通部Ａ

P21側 A2側

1

1

2000 1500 2000

1
4
50

1
2
91

構造物掘削　普通部Ａ

P21側 A2側

2
0
00

1
5
00

4
00

2400 3200 2400 1400

2
0
00

1
5
00

2
0
00

2400 3200 2400 1400400

400

4

4

3

3

構造物掘削　普通部Ａ

人力掘削

構造物掘削　普通部Ａ

機械掘削

S=1:125

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

綿内高架橋（上り線）　Ｐ２２橋脚

構造物掘削図　普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:125

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

１－１

２－２ ４－４

３－３
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S=1:50

配置図

注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

　施工内容を精査すること。

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。

側面図

2 - 2

平面図
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台
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2
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脚
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1
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3
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1
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1 1

縁端拡幅工Ｂ

13172

12800350 22

縁端拡幅工Ｂ

1
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00

1
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00

3408 1200 4400 1200 2964

5608 800 800 800 5164

9890 3282

A2橋台
P22橋脚

1000 500

600 400

350

1500

1
0
00

縁端拡幅工Ｂ

1 - 1

正面図

13172

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:50

綿内高架橋（上り線）　Ａ２橋台

綿内高架橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
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S=1:75

側面図

かぶり詳細図 S=1:50

平面図

アンカー鉄筋 S=1:12.5

定着長480(15D)

削孔長490

表面処理

10

32
5

5

φ
42

アンカー鉄筋

4-D13×11903H66-D32×12101A 68-D16×15901H

519

1
86

519

8-D16×97102H

鉄筋表

鉄筋質量集計(SD345) D32 kg

合計

kg

kg

D16

kgD13

218

8
84

5
28

注記）

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

  鉄筋はSD345を使用する。

3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  けて施工のこと。

4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性を

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  よくするため、WJによる表面処理を行うこと。

  のこと。

エポキシ樹脂注入 

350

58

7490

74

50
5058

58

1
0
00

50 50

アンカー鉄筋 D32
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既設鉄筋 D16既設鉄筋 D16

正面図
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200250 31@300=9300

100 200 31@300=9300
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正面図

9708

480 188

3
84

151

R9
6

D13

D16

径
R=5.5φR=3φ

71.5

88

39

48

θ＞90°θ≦90°

△L

17

21

a

61

75

θ=90°

鉄筋曲げ加工表

φ

a

鉄筋中心までの長さとする。

R=3φ
θ

12φ

注）曲げ半径（R=3φ、5.5φ）は

D32 17696 41151

D162H

D321A

D161H

種別 径
長　さ

(mm)
本数

単位質量

(kg/m)

1本当り質量

(kg)

質    量

(kg)
摘　要

下部工施工鉄筋(SD345)

A1 D32 1210 66 6.23 7.54 498

498 kg

H1 D16 1590 68 1.56 2.48 169

H2 D16 9710 8 1.56 15.1 121

H3 D13 1190 4 0.995 1.18 5

295 kg

498

290

5

793

　施工内容を精査すること。

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ａ２橋台

綿内高架橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
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S=1:75

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

正面図

平面図
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P1橋脚

70011350750

12800 1000500

13190

469534205075

424590025209004625

A
1
橋
台

P
1
橋
脚

1
0
00

6
00

4
00

1 - 1

450

4
5
00

側面図
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アンカーボルト D38(SD345)

埋込み長=570mm

461 1200
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アンカーボルト D38(SD345)

埋込み長=570mm
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1
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2
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1
00
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260
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93

461

5

32

2
60

5
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4
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1
2
00

アンカーボルト D38(SD345)

埋込み長=570mm

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

アンカーボルト D38(SD345)

埋込み長=570mm

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

落橋防止構造

落橋防止構造

TYPE-1

落橋防止構造C1-N1
TYPE-2

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1700 ｋN

2550 ｋN

136 ｍｍ

1313 ｋN

落橋防止構造

落橋防止構造C1-N1

C1-N1

C1-N1

C1-N1

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１ーＮ１　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｃ１―Ｎ１
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S=1:25

上部工ブラケット

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

ＴＹＰＥ－１、２

（許容荷重：1710kNタイプ）

ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図)

*2 端末ﾘﾝｸの塗装膜厚はﾀｰﾙﾌﾘｰｴﾎﾟｷｼ塗装240μ以上とする。

*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*3 製品計算重量: 101.7 kgf
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∅
85
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12 68

145
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M85M85

ピン詳細（参考図）

4-Nut M85(1種）(SS400)

4-Washer M85 (SS400)

2-R.B φ85×410(SCM435)

4-割ピンφ10×100 (SUS304)

 ピン材料1基当り(製作数: 2基)
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1
00

10-φ42孔

363 837

2 - 2

削孔径

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

10-1種 Nut  M36用 (SS400)

10-3種 Nut  M36用 (SS400)

10-Anc Bolt D38xL(SD345)

10-WASHER M36用 (SS400)

t
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L1

27

27
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235

210

80 27 185

55 27 160

30 27 135

L

805
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482158
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FP FP
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2
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1
00
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側 面 図

1 - 1 3 - 3

1

1

512158502

4-Rib.PL  110×28×508

2-PL  356×40×1170 (SM490YB)

1-Base.PL 1200x22x1202 (SM490YB)

4-Rib.PL  110×28×512

28 222 28 222 28 222 28 211

1-NUT M36(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D38xL(SD345)

1-NUT M36(3種)(SS400)

1-平座金 M36(SS400)

 材料：(1本当り)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

削
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長
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M36 ワッシャー

M36 3種ナット

M36 1種ナット M36ネジ切り加工

ネジ切り長 L2

エポキシ樹脂注入
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番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１ーＮ１　構造詳細図（その２）

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その２）
落橋防止構造Ｃ１―Ｎ１
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S=1:25

下部工ブラケット

注記）

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

ＴＹＰＥ－１、２

M
36

M36ネジ切り加工

ネジ切り長 L=120

アンカーボルト長690

樹脂パテ材
(t=5mm)

φ
48

D
38

削
孔
径

ア
ン

カ
ー
径

ワッシャー(M36用)

3種ナット(M36用)

1種ナット(M36用)

削孔長580

定着長570

120

5 32 56 2710

1-1種 Nut  M36用 (SS400)

1-3種 Nut  M36用 (SS400)

1-Anc Bolt D38x690(SD345)

1-WASHER M36用 (SS400)

 材料：(1本当り)

エポキシ樹脂注入

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材

(ブラケット全周)
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-Base.PL 700x32x900 (SM490YB)

2-Rib.PL  360x40x670 (SM490YB)

4-Rib.PL  160x32x356 (SM490YB)

6-Anc Bolt D38x690(SD345)

6-1種 Nut  M36用 (SS400)

6-3種 Nut  M36用 (SS400)

6-WASHER M36用 (SS400)

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-Base.PL 700x32x900 (SM490YB)

2-Rib.PL  360x40x670 (SM490YB)

4-Rib.PL  160x32x356 (SM490YB)

6-Anc Bolt D38x690(SD345)

6-1種 Nut  M36用 (SS400)

6-3種 Nut  M36用 (SS400)

6-WASHER M36用 (SS400)

シール材詳細図  縮尺 1:10

5

20

20

シール材

 下部工ブラケット
不陸調整(エポキシ樹脂)5mm

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１ーＮ１　構造詳細図（その３）

綿内高架橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｃ１―Ｎ１
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S=1:75

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

P
8
橋
脚

P
7
橋
脚

P
9
橋
脚

平面図
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落橋防止構造

1390

正面図

2200 8510 2090

12800

側面図

落橋防止構造

落橋防止構造

P8橋脚
P7橋脚P9橋脚

100 2365 175022901750

落橋防止構造

上部エブラケット

   (TYPE-1)

上部エブラケット

   (TYPE-2)

上部エブラケット

   (TYPE-2)
上部エブラケット

   (TYPE-1)

7715

上部エブラケット

   (TYPE-2)

落橋防止構造
上部エブラケット

   (TYPE-1)

1

1

2

2

1 - 1

2 - 2

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

3
50

3
50

P8橋脚
P7橋脚 P9橋脚

10023301750 2240 1750

落橋防止構造

7630

上部エブラケット

   (TYPE-1)落橋防止構造

上部エブラケット

   (TYPE-2)

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

3
50

3
50

アンカーバー

アンカーバー

全周にシール材 20x20全周にシール材 20x20

全周にシール材 20x20 全周にシール材 20x20

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1750 ｋN

2650 ｋN

75 ｍｍ

1325 ｋN

P2-N1

P2-N1

P2-N1

P2-N1
P2-N1

P2-N1

P2-N1

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１　構造詳細図（その１）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１
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注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

上部エブラケット（ＴＹＰＥ－１）
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上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

80

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

1-PL 1360x25x548

1-PL 1390x32x1750

1-PL 170x25x220

1-PL 220x25x1395

2-PL 75x25x220

1-PL 370x22x528

2-PL 538x25x1405

2-PL 255x25x538

16-1種 Nut  M27用 (SS400)

16-3種 Nut  M27用 (SS400)

16-Anc Bolt D29x535(SD345)

16-WASHER M27用 (SS400)

8

1-PL 720x22x528

5
32
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長
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長
4
45

4
2
.5

M27
M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=100

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x535(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)
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φ39削孔径

アンカー径

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
5
35

樹脂パテ材
(t=5mm)

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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32

シール材

(ブラケット全周)

シール材詳細図  縮尺 1:10

5

20

20

シール材

 上部工ブラケット
不陸調整(エポキシ樹脂)5mm

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２－Ｎ１　構造詳細図（その２）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

構造詳細図（その２）

落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１
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注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

上部エブラケット （ＴＹＰＥ－２）
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上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5
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長
4
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4
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M27
M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=100

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x535(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

10

D29

φ39削孔径

アンカー径

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
5
35

樹脂パテ材
(t=5mm)

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

4 - 4
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16-φ18孔
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8

8

25

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

1-PL 1360x25x548

1-PL 1390x32x1750

1-PL 170x25x220

1-PL 220x25x1395

2-PL 75x25x220

1-PL 370x22x528

2-PL 538x25x1405

2-PL 255x25x538

16-1種 Nut  M27用 (SS400)

16-3種 Nut  M27用 (SS400)

16-Anc Bolt D29x535(SD345)

16-WASHER M27用 (SS400)

1-PL 720x22x528

3

2

25
75

10

250 225 250 250 225 140 80

32

シール材

(ブラケット全周)

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１　構造詳細図（その３）

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

S=1:25

2.（）内はTYPE2寸法を示す。 

取付詳細図

連結ケーブル

A-A断面図 S=1:5

ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り
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63192501383

上部工側

連結ケーブル(F170TD)

連結ケーブル全長　L=8782(8867)
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PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ
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(t=2)
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(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)
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緩衝パッキン(合成ゴム)
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85 1
92 2
60

90

170 218

60
60

50 2
18

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

3
00

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
82

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 緩衝具

ナット

（製作長）
400

1
02

1
90

φ11

50

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 2 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F170TD L=8782(8867)mm 

F170TD用 標準

F170TD用 600mm

全1(1)本

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)F170TD用 2ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F170TD用

F170TD用 L=400

F170TD用

F170TD用

F170TD用

個

個

個

個

個

組

2

2

2

2

2

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 32 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

7630(7715)

103

576

6319 250 138 3

8782(8867)

1130

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。
2.（）内はTYPE2寸法を示す。 

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚　落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１　構造詳細図（その４）（参考図）

構造詳細図（その４）（参考図）
落橋防止構造Ｐ２―Ｎ１

47 / 80



S=1:75

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

P
1
6橋

脚
P
1
5橋

脚
P
1
7橋

脚

平面図

2400 3200 2400 24502350

12800

2200 8510 2090

1
00

2
3
30

1
7
50

2
2
40

1
7
50

1
00

2
3
65

1
7
50

2
2
90

1
7
50

落橋防止構造

1390

2200 8510 2090

12800

側面図

落橋防止構造

落橋防止構造

P16橋脚
P15橋脚 P17橋脚

10023651750 2290 1750

落橋防止構造

上部エブラケット

   (TYPE-1)

上部エブラケット

   (TYPE-2)

上部エブラケット

   (TYPE-2)
上部エブラケット

   (TYPE-1)

7715

上部エブラケット

   (TYPE-2)

落橋防止構造
上部エブラケット

   (TYPE-1)

1

1

2

2

1 - 1

2 - 2

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm
アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

3
50

3
50

1
7
5

2
1
0

2
9
0

4
5
0

2
9
0

2
1
0

1
7
5

P16橋脚
P15橋脚P17橋脚

100 2330 175022401750

落橋防止構造

7630

上部エブラケット

   (TYPE-1)

落橋防止構造

上部エブラケット

   (TYPE-2)

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm
アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

3
50

3
50

アンカーバー

アンカーバー

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1800 ｋN

2700 ｋN

75 ｍｍ

1350 ｋN

全周にシール材 20x20

全周にシール材 20x20 全周にシール材 20x20

全周にシール材 20x20

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

P2-N2

P2-N2

P2-N2

P2-N2

P2-N2

P2-N2

P2-N2

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚　落橋防止構造Ｐ２―Ｎ２　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｐ２―Ｎ２
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

S=1:25

2.（）内はTYPE2寸法を示す。 

取付詳細図

連結ケーブル

A-A断面図 S=1:5

ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

103

576

63192501383

上部工側

連結ケーブル(F170TD)

連結ケーブル全長　L=8782(8867)

1130

530

260

600

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
33

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

85 1
05

1
50

支圧板(SS400:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

260 3850

11

85 1
92 2
60

90

170 218

60
60

50 2
18

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

3
00

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
82

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 緩衝具

ナット

（製作長）
400

1
02

1
90

φ11

50

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 2 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F170TD L=8782(8867)mm 

F170TD用 標準

F170TD用 600mm

全1(1)本

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)F170TD用 2ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F170TD用

F170TD用 L=400

F170TD用

F170TD用

F170TD用

個

個

個

個

個

組

2

2

2

2

2

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 32 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

7630(7715)

103

576

6319 250 138 3

8782(8867)

1130

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。
2.（）内はTYPE2寸法を示す。 

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚　落橋防止構造Ｐ２―Ｎ２　構造詳細図（その４）（参考図）

構造詳細図（その４）（参考図）
落橋防止構造Ｐ２―Ｎ２
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S=1:75

注記）

　1.施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    寸法を再確認すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

P
8
橋
脚

P
7
橋
脚

P
9
橋
脚

平面図

2400 3200 2400 24502350

12800

正面図

2350 3200 2450

12800

側面図

P8橋脚
P7橋脚P9橋脚

1

1

2

2

1 - 1

2 - 2

80

98 450 15 151000

5 28 400

1
6
00

2
00

1550

1
8
00

125600

5 898

8
50

9
50

290

50

1545098

151000
1
25

6
00

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-1

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

アンカーボルト D51(SD345)

埋込み長=765mm

アンカーボルト D35(SD345)

埋込み長=525mm

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-2

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-2

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-2

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-1

1
25

7
25

P8橋脚
P7橋脚 P9橋脚

950 850

850

アンカーボルト D38(SD345)

埋込み長=570mm

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

TYPE-1

1800

1
6
00

80

2
97
10

アンカーバー

アンカーバー

2400 2400

70 1
30

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）

構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２　構造詳細図（その１） 55 / 80



注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

ＴＹＰＥ－１
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1
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4
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3
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2
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1
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1
6
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2
00

2
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1
5
56

22

14 22 278 22 228 22 228 22 14

850

14 22 278 22 228 22 228 22 14

850

11

1 - 1

2
68

22

8
70

28
5

2
90

5
80

シール材

(ブラケット全周)
15-φ55孔

8

7

7

F.P
F.P

7

28 872

582

22 268

290

2
00

1
6
00

22
1
5
56

22

樹脂パテ材 t=5mm

5 28 400

F.P

2

2

3 - 3

2 - 2

33

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

4-RIB PL 268x22x200

1-BASE PL 200x22x850

1-BASE PL 850x28x1600（SM490B）

1-L.FLG PL 400x22x850

1-U.FLG PL 870x22x850

4-RIB PL 870x22x1556

15-1種 Nut  M48用 (SS400)

15-3種 Nut  M48用 (SS400)

15-Anc Bolt D51x900(SD345)

15-WASHER M48用 (SS400)

1-緩衝材 200x50x850(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

6-BN M16x70(1-Uナット,2-W付)

2030

50

φ
40

φ
18
.5

22

緩衝材取付図 S=1:12.5

緩衝材

（クロロプレンゴム）

BN M16x70

6-φ18.5孔

φ40ザグリ深30 

125 300 125

850

50
1
00

50

2
00

1-クロロプレンゴム 200x50x850(硬度55°±5°程度)

6-BN M16x70(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1基当り

緩衝材詳細図

300

(1-Uナット,2-W付)

アンカーボルト長900

定着長765

135

削孔長 775

削
孔
径

φ
61

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長

135

5 28 75 27

ワッシャー(M48用)

D
51

M48ネジ切り加工

ネジ切り長 L=135

M
48

エポキシ樹脂注入 樹脂パテ材
(t=5mm)

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

1-1種 Nut  M48用 (SS400)

1-3種 Nut  M48用 (SS400)

1-Anc Bolt D51x900(SD345)

1-WASHER M48用 (SS400)

 材料：(1本当り)

15C溶接後埋め戻し

1
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2
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2
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2
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8
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6-φ42孔
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1
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1
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44
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6 - 6

4 - 4

下部工ブラケット 上部エブラケット

28
1
50 1
78

14 22 278 22 228 22 228 22 14

850

230 240 250 130

5

5

F.P F.P

5 - 5

66

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-PL 90x22x850

1-PL 150x22x850

1-BASE PL 450x28x850（SM490B）

4-PL 406x22x150

6-1種 Nut  M36用 (SS400)

6-3種 Nut  M36用 (SS400)

6-Anc Bolt D38x705(SD345)

6-WASHER M36用 (SS400)

M36
M36ネジ切り加工

ネジ切り長 L=135

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
7
05

調整モルタル

φ48

D38

削孔径

アンカー径

ワッシャー(M36用)

3種ナット(M36用)

1種ナット(M36用)

削
孔

長
5
80

定
着

長
5
70

ネ
ジ

切
り

長
1
351
6～

30
28

56
2
1～

35
10

1-1種 Nut  M36用 (SS400)

1-3種 Nut  M36用 (SS400)

1-Anc Bolt D38x705(SD345)

1-WASHER M36用 (SS400)

 材料：(1本当り)

エポキシ樹脂注入

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

3510

3016

5
00

1
0
56

50
1
50

100 168

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

15C溶接後埋め戻し

不陸調整・シール材詳細図  縮尺 1:10

5

20

20

シール材

 下部工ブラケット
不陸調整(エポキシ樹脂)5mm

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２　構造詳細図（その２）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）

構造詳細図（その２）
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注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

ＴＹＰＥ－２

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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15C溶接後埋め戻し
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ２　構造詳細図（その３）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ８橋脚（終点側）

構造詳細図（その３）
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S=1:75
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注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。
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号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３　構造詳細図（その１）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）

構造詳細図（その１）
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ＴＹＰＥ－１

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。
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緩衝材取付図 S=1:12.5
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樹脂パテ材
(t=5mm)

下部工アンカーボルト詳細図

1-NUT M30(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D32x580(SD345)

1-NUT M30(3種)(SS400)

1-平座金 M30(SS400)

 材料：(1本当り)

S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３　構造詳細図（その２）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）

構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３

59 / 80



1

3 - 3

1 - 1

14 22 228 22 228 22 278 22
14

850

130 250 240 230

2

2

F.P

2 - 2

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-PL 95x22x850

1-PL 150x22x850

1-BASE PL 300x28x850（SM490B）

4-PL 256x22x150

3-1種 Nut  M39用 (SS400)

3-3種 Nut  M39用 (SS400)

3-Anc Bolt D41x745(SD345)

3-WASHER M39用 (SS400)

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

ＴＹＰＥ－１

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。
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 材料：(1本当り)

エポキシ樹脂注入

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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大成エンジニアリング株式会社
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縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３　構造詳細図（その３）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）

構造詳細図（その３）
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ＴＹＰＥ－２

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.51 - 1

2 - 2

100 400

3 - 3

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-PL 390x25x550

1-BASE PL 600x22x1000

1-PL 390x22x550

8-1種 Nut  M24用 (SS400)

8-3種 Nut  M24用 (SS400)

8-Anc Bolt D25x525(SD345)

18

1-緩衝材 200x50x550(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4-BN M16x75(1-Uナット,2-W付)

2030

50

φ
40

φ
18
.5

25

緩衝材取付図 S=1:12.5
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 材料：(1本当り)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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S=1:25
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大成エンジニアリング株式会社
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縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ３　構造詳細図（その４）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（起点側）

構造詳細図（その４）
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横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４

TYPE-2
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横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４

TYPE-1

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

アンカーボルト D32(SD345)

埋込み長=435mm

10030015

80 70 1
30

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４　構造詳細図（その１）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）

構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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ＴＹＰＥ－１

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25
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1 - 1

シール材

(ブラケット全周)
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3 - 3

2 - 2
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)
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φ
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φ
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22

緩衝材取付図 S=1:12.5

緩衝材

（クロロプレンゴム）

BN M16x70

6-φ18.5孔

φ40ザグリ深30 
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1-クロロプレンゴム 200x50x850(硬度55°±5°程度)

6-BN M16x70(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1基当り

緩衝材詳細図

300

(1-Uナット,2-W付)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

下部工ブラケット
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樹脂パテ材 t=5mm
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F.P

63
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100 168
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15C溶接後埋め戻し

4-RIB PL 268x22x200

1-BASE PL 200x22x850

1-BASE PL 850x22x1750（SM490A）

1-L.FLG PL 400x22x850

1-U.FLG PL 728x22x850

4-RIB PL 728x22x1706

15-1種 Nut  M30用 (SS400)

15-3種 Nut  M30用 (SS400)

15-Anc Bolt D32x580(SD345)

15-WASHER M30用 (SS400)

1-緩衝材 200x50x850(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

6-BN M16x70(1-Uナット,2-W付)

削孔長490

定着長480

100

5 22

46.5

26.510

42 32

削
孔
径

ア
ン

カ
ー
径

M
30

M30 ワッシャー

M30 3種ナット

M30 1種ナット

M30ネジ切り加工

ネジ切り長 L=100

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト長580

樹脂パテ材
(t=5mm)

1-NUT M30(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D32x580(SD345)

1-NUT M30(3種)(SS400)

1-平座金 M30(SS400)

 材料：(1本当り)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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06

22

1
7
50

2
00

   シール材詳細図  縮尺 1:10

5

20

20

シール材

 下部工ブラケット
不陸調整(エポキシ樹脂)5mm

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４　構造詳細図（その２）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）

構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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1

3 - 3

1 - 1

2

2

2 - 2

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

ＴＹＰＥ－１

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

上部エブラケット

1

3-φ45孔

8
50

2
30

2
40

2
50

1
30

115 185

300

14
22

2
28

22
2
28

22
2
78

22

8
50

S=1:25

14 22 228 22 228 22 278 22
14

850

130 250 240 230
F.P

15C溶接後埋め戻し
8

F.P F.P

28
951
23

28
1
50 1
78

55

1
78

33

2710

22 256 22

300

115 185

6
15

16

1-PL 95x22x850

1-PL 150x22x850

1-BASE PL 300x28x850（SM490B）

4-PL 256x22x150

3-1種 Nut  M39用 (SS400)

3-3種 Nut  M39用 (SS400)

3-Anc Bolt D41x745(SD345)

3-WASHER M39用 (SS400)

M39
M39ネジ切り加工

ネジ切り長 L=130
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カ
ー

ボ
ル

ト
長
7
45

調整モルタル

φ51

D41

削孔径

アンカー径

ワッシャー(M39用)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

削
孔

長
6
25

定
着

長
6
15

ネ
ジ

切
り

長
1
30

16
28

60
26

1-1種 Nut  M39用 (SS400)

1-3種 Nut  M39用 (SS400)

1-Anc Bolt D41x745(SD345)

1-WASHER M39用 (SS400)

 材料：(1本当り)

エポキシ樹脂注入

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４　構造詳細図（その３）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）

構造詳細図（その３）
横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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ＴＹＰＥ－２

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.51 - 1
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)
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8-Anc Bolt D25x525(SD345)
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緩衝材取付図 S=1:12.5
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1-クロロプレンゴム 200x50x550(硬度55°±5°程度)

4-BN M16x75(SS400)(1-Uナット,2-W付)
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緩衝材詳細図

(1-Uナット,2-W付)
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座金詳細図 S=1:5
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1-1種 Nut  M24用 (SS400)

1-3種 Nut  M24用 (SS400)
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 材料：(1本当り)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
 
5
25

φ35

削
孔

長
3
85

φ25

削孔径

アンカー径

10
定

着
長
3
75

M24

22

エポキシ樹脂注入

調整モルタル

座 金

3種ナット(M24用)

1種ナット(M24用)

M24ネジ切り加工

1
8～

54

33

1
50

1
9～

55

ネジ切り長 L=150

4

15

22 888 25

50935

227 22 203 22 178 22 214

3

22
2
64

6
00

5
50

25
25

2
64

8-φ29孔

100 400 100

550 2525

264 22 264

600

100 400 100

600

264 22 264

15 249 15249

F.P

F.P

22

1000

15C溶接後埋め戻し

8

∅26

S=1:25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４　構造詳細図（その４）

綿内高架橋（上り線）　Ｐ１６橋脚（終点側）

構造詳細図（その４）

横変位拘束構造Ｍ－Ｎ４
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綿内高架橋（上り線）配線系統図（参考図）

中分

下り線

上り線

KP 133.1STA.895+80.838

KP 133.1STA.895+80.838

KP 133.2
KP 133.3

KP 133.4

KP 13
3.5

KP 
133

.6

KP 133.2
KP 133.3 KP 133.4

KP 13
3.5

KP 
133

.6

KP133.019

KP133.619

KP133.088
CD-SD1

KP133.158 KP133.238
C4C

KP133.318 KP133.358
C4C

KP133.398 KP133.438

KP133.518

KP133.614

KP133.094
気象観測

KP133.198
C4C

KP133.278
C4C

KP133.478
C4C

KP133.535
CF-SD1

KP133.118
C4C

KP133.338
C3C

KP133.540

可変速度規制標識

資産管理番号
CF-ST1

C4C C4C C4C C4C

C4C

CF-ST1

CD-SD1

KP133.044

可変速度規制標識

資産管理番号

CCP-AP0.65-70P 250.0
S50(2)         30.0

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-70P 250.0

CCP-AP0.65-70P 250.0
VE54(2)        40.0

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-70P 250.0

CCP-AP0.65-70P 250.0
VE54(2)        40.0

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-70P 250.0

CCP-AP0.65-70P 250.0
VE54(2)        20.0

VE54(2)        20.0
CCP-AP0.65-70P 214.6

CCP-AP0.65-70P 214.6
VE54(2)        40.0

S50(2)         21.3
CCP-AP0.65-70P 214.6

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-70P 214.6

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-70P 214.6

CCP-AP0.65-70P 214.6
VE54(2)        40.0

CCP-AP0.65-10P 20.4
VE28(2)         6.4

CCP-AP0.65-70P 133.0

FP30(2)        44.0
CCP-AP0.65-10P 44.0

VE54(2),PS50(2) 133.0

VE54(2)PS50(2)

CCP-AP0.65-70P 233.3
VE54(2)        78.5

CCP-AP0.65-70P 214.6

PS50(3)        13.3CCP-AP0.65-10P  20.4

PS25(3)        14.4

CCP-AP0.65-10P 5.0
VE28(2)        5.0

VE28(2)         6.4PS25(3)        14.4

VE28(2)        5.0

VVR3.5sq-3C    20.4VVR3.5sq-2C    20.4

VVR3.5sq-3C    5.0

FP30(2)
VVR3.5sq-2C

PS25(3)        14.5
VVR3.5sq-2C    14.5

PS25(3)        14.5
CCP-AP0.65-10P     

44-48SM+4K-WBB2  1734.0

VE54(2)VE54(2)

V

A

J

TC

気

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

50

50

50

50

須坂長野東2-1

須坂長野東1-2

CCP-AP0.65-10P
VE28(1)

VE28(1)
VVR3.5sq-2C

FP30(1)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

FP30(1)
CCP-AP0.65-10P

KP133.538
HH EA-C1

KP133.046
HH EA-C1

133.1KP～133.6KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

綿内高架橋（上り線）配線系統図（参考図）
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